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巨視的計量モデルにおける乗数

森口 親司

I 序

国民所得分析の教科書では，投資乗数や政府支出乗数についてきっちり E定

義がなされていて，安定的な消費関数舎前提とするかぎり，その分析上の有用

性についても高〈評価されているといえよう。しかし， グライ γ=ゴーノレドバ

ーガー・よそテソレ以後，巨視的計量モデノレ(以下マクロ・モデル左略称する〕が現実

の経済予測の上でも，また政策当局の政策作定上も有用であることがひろくみ

とめられて，より大型のマグロ・モデノレが開発されるにしたがって，乗数の内

容は明確でな〈なってきた。モデノレ自体が集計的経済変数の大きさだけを決定

する連立方程式体系から，賃金・物価その他分配面の動向をもとらえることの

できる体系へと成長したのである。内生変数の範囲は拡大し，ケイ Yズ派接近

から新古典派総合へと基礎的な観点も変った。

しかし他方ではモデルが実際的になればなる程，それをもちいて経済の動学

的性質壱検討することの興味は増大する o ヒッグマン [2J，エノミン旦[1]等の

最近の研究は大型モデノレの勤学的性質を主として乗数の観点から検討したもの

である。

この論文の目的は 2つある。第 1はマグロ・ニモデノレにおいて求められる諸種

の乗数の定義を整理して，非線型モデノレでの問題点をあきらかにすることであ

る。第 2は実質所得にかんする乗数と名目所得にかんする乗数との関係を，価

格弾力性寺使って考察することである。さらにこれによって，ことなった値を

とると考えられる 2種類の乗数の聞の定量的な関係をとらえうることが示され

る。
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E 乗数の定義

マクロ・モデノレを一般に次のような連立定差方程式体系としてあらわすこと

ができる。

y，=主π小，+πOZ，+叫 (1) 

y，は内生変数のベグトノレ Z，は外生変数のベグトノレ， 叫は撹乱項のベグト

Fレであ高。これはマクロ・モデルの誘遵形である。誘道形によって 3種類丹

乗数，すなわち，衝撃乗数，動学乗数，および長期乗数を定義しよう。

cn. 1) 衝撃乗数 Impact multiplier 

これはある外生変数 z，の変化にたいして， 同一期間内に生ずる内生変数 Y

の変化をはかる。いうまでもなしそれは行列 π。で与えられる。

c n. 2) 動学乗数 Dynamicmultiplier 

動学乗数は外生変数 zの変化にたいして，生ずる内生変数yの変化を連続す

る数期間ないし，数十期間にわたってはかる。したがって，それは数列の形で

与えられる。

いま，外生変数 Zの時間経路壱 (z，; tニ 1，2， ・ ー，T) であらわし， とれ

に対応して定まる内生変数の時間経路を {Yt;t=l， Z， ー・，T}であらわそ

う。 zの変化を L1zであらわし，変化が第 1期およびそれ以降に生ずるものと

すれば zの新しい時間経路を zt'=ん十L1z，とあらわ「ことができる。乗数を

求める場合には zが第 1期に L1zだけ変化し，それ以後は変化が生じないと想

定する。したがって，z/=Zt+dz。

時間経路 (zι';t=l， 2，・・…・，T) にたいして定まる yの経路を

{y/ ; tニ 1，2， ， T} とすれば， yと〆との経路の差は，

y/ -Yt= 2J TC，: (yr._/ -Y~_i) +π，L1z (2) 

で与えられる。いま z，の乗数効果をみるために，LJz'= (0......0. LlziJ O.・・め

であると想定しよう。 (2)の両辺を L1z，で割ると，

告主=L: n-， ( 1'<c<云己)+π" (3 ) 
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となる。これが期における動学乗数である(ただし. 1rO!は行列町の第 j列〉。

動学乗数は， (3)から，第 l期から始まる逐次計算によって求められる。また

(3)の形からあきらかなように，動学乗数の経路~1'!与と t=l， 2，ー "， Tf 
叩 J

は zの時間経路に依存しない。

(rr.3) 長期乗数

もしマグロ・モデルが定安的であれば zの時間経路 {zι;t=l， 2，ー ，∞} 

にたいして，体系の均衡経路 Cy，; t-τ1， 2，∞]があり ，yの初期条件

がどのようなものであっても体系はこの経路に収束する。同様に {z/=Zt+dz}

にたいしても，均衡経路[玉川を考えると kができる。長期乗数は Jzによる均

衡経路の変化 Y/-Yt宇はかるものアある。十分に大きな t，こたいして，

Y'/-Yt=Yt-l'-Yt-l = ・=Y64r-Fah

であるから，

FJ一九=(I-L，Jπ，;) -lTCo4z (4) 

でなければならない。 z，にたし、する長期乗数は

主与王土=(I-L，J"，)可。 (5) 
~"j 

となる。 (3)と(4)を比較すれば，長期乗数が動学乗数の数列の極限値であること

カfただちにわかる。

マグロ・モデルについて長期乗数がどのような値をとるかということは，動

学乗数にくらべて現実的興味の薄い問題であるかもしれない。なぜなら長期乗

数は遠い先の均衡状態にかんするものであれ実際問題として途中で絶えず生

ずる衝撃によって，そのような均衡状態は実境しないだろうから。

しかし，それにもかかわらず長期乗数はそプノレの動学的性質を示すUとつの

指標とし亡便利な性質をもっている。それは逐次計算によらないで筒単に求め

ることができる。またそれは勤学乗数の時間的形態(タイム・ Jンエイプ)を支配

するマクロ・モデルのタイム・ラグ構造と独立であり，単位期間の長さのこ左

なるマグロ・毛デノレの聞で比較することを可能とするのであ呂。

(ll.4) 非線型マグロ・モデルにおける乗数
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以上では線型マクロ・モデルでの乗数を議論した。ところが現実に開発され

ているマグロ・モデルは今やすべて非線型であって，上のような乗数の定義は

可能でない。通常非線型性は価格・賃金の導入，所得の分配面のとりあっかい

を通じてマクロ・モデルにあらわれる。その結果，乗数は実質 GNPとその構

成要素，名目 GNPとその構成要素について別々に定義されなくてはならない。

(己の問題は最後の節でとりあっかう。)

ミれを別とすれば，非線型モデノレでの乗数は，時間経路{Yt;t=l， 2， …， η 

および{円';1=1，2， T} 壱fノミ斗レージョンの形で計算し，

金三Z土
dZj 

によコて求められる点で前と同様である。だが非線型モデノレではつぎの点に注

意しなければならないu

( ; ) 乗数の値1，]:Zの時間経路と独立でない。

(ii) 乗数の値は dZj の大きさと独立でない。

このことは価格・賃金が内生化されたそデノレで政府実質支出増加率の高い場

合と，低い場合とをくらべれば，明らかであろう。

非線型モテノレではこの点の任意性を抑えるためにある標準的な zの経路およ

びそれに対応する Yの経路を考え，乗数をこの Yとの比較において定義するの

が普通である。 たとえば， クライ Yのウオート Y ・スグーノレ・モデノレ(へシジ

ノレバニア大学・四半期)では失業率を 4%に維持し， 物価・賃金上昇率が一定の

低い値をたもつような zの経路壱考え，これにたいする Y の経路を control

solutionとよんでいる。またわが国の場合なら，中期経済計画とか経済社会発

展計画における数字壱標準ケ スと考え，これを基礎に乗数を求めることがで

きる o

(n， 5) ひとつの簡便法

J 以上のようにして定義した乗数は，大型のマグロ・モデノレでは非常に一般化

された内容をもコていて，初期の乗数分析においてもっていた単純明快さは失

われている G それは独立支出と GNPとの聞の，有効需要原理にもとづく定数
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であるだけではなし価格・賃金および分配所得の変動を通じてあらわれる独

立支出と GNPとの関係をも反映しているのである。

乗数によってことなるそデノレの間の比較検討を行うとき，このように一般化

された乗数が適当であるかどうかは問題であるo むしろモデルの間で共通する

消費・投資・輸入等の支出関数だけから，簡単に乗数を求める方が適当で~る

かもしれなし、。このとき，乗数は，

k~ 1 
すじーす了十dM

ム -dV-dVT dV 

で与えられる。 Vは GNP，C， I， M はそれぞれ，消費，投資，輸入である。

この簡便法によるならばマクロ・モデルの中から関連した方程式だけをとり

出せばよい。たとえば，消費関数で支出係数が個人可処分所得 Yd (実質)にか

んして与えられているとき

dC 白C dY 
dV 百Y"dV

ac ~ ""___~，，' dY 
であり，百Y を消費関数から dV を分配セクタ?の関係式から求めるとと

ができる。

簡便法を非線型マクロ・モデルについても応用できることはあきらかであろ

う。衝撃乗数を求める場合には，モデルを線型化すればよい。長期乗数を求め

る場合にも， 各変数問で長期的になりたっている比率(たとえば，資本・産出高

比率，適正在庫率，所得分配率等々)を用いることによって，簡単に計算すること

ができる。

このようにして求められる乗数は，現実的な 7 クロ・モデノレにおける i単純

化された」乗数であり，さきにのベた一般化された乗数とことなって，それは

もはやぞデノレ全体の勤学的性質をあらわす指標ではない。

E 実質所得乗数と名目所得乗数

一一佐波教授著『弾力性経済学』にょせる一一

巨視的計量モデノレのスコープを拡大して，価格・賃金を内生的にとりあっか
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うとき，モデルは通常非線型となる。そのようなモデルで，乗数壱ジミュレー

ジョンによって計算することは可能であるが，体系全体のワーキ yf;'を考慮す

るかぎり，つまり実物部門と貨幣的部門との相互作用を考慮するかぎり，乗数

奇明瞭に定義することすら困難である。

との場合独立支出の GNPにたいする乗数効果は， (il 独立支出の変化の

大きさにたいじて比例的でなし(ii ) 垂直的(あるし、は累積的〉乗数効果と水

平的乗数効果(独立支出の水準の一回かぎりの変化に対応す呂) 土が一致する保証

はなしさらに， (iii) 外生変数の経路をどのように与えるかによって，巾同じ

大きさの独立支出変化量からもたらされる乗数効果は同一ではない。いうまで

もなしこれらは線型モデルにおいて生ずることのない問題である。

さらに価格を内生化したモデノレでは乗数効果壱実質ないし数量的にみるのか，

それとも名目あるいは貨幣的タームでみるのかという問題がある。独立支出が

名目水準でコ Y トローノレされ，その実質的支出内容が価格変化によって変化す

る場合，名目のタームでの乗数効果を測ることの方が自然であるかもしれない。

さらに実質乗数と名目乗数との間の違いについて何らかの有用な関係を見出

してお〈ことが望ましいであろう。これらの問題を考察するために，本節では

価格を内生化した簡単な Jヒデノレを設定して，

( i ) 乗数をどのように定義するととができるか，

(ii) そのとき実質所得乗数と貨幣所得乗数との関係はどうなるかの 2点につ

いて考察することとする。

モデルは次のようなものである。

消費

投資

C=aO+al手
YO 

Iニる。+b1V+b<lK_l 

V=C+I+A 

Y=p，C+p，I+1う.A=pV

V=実質 GNP，K_，=期首実質資本ストック

(1) 

Pe， tt， pa" Pはそれぞれ消費・投資・独立支出，および GNPのデフレー
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ター

Yは名目 GNPであるが， もし法人所得が 1"0)線型関数であるならば(たと

えば中期マグロ・モデノレのそのように). Y と個人可処分所得との聞には間接税率，

個人所得税率菅介して線型の関係がなりたつから，上の筒単な消費関数とより

現実的な消費関数との聞の差違は一見するほど大きくはない。

投資関数は能力原理型であり，実質化された変数にかんすZ一次式で与えら

れている。 もし利潤原理型の投資関数を考慮する止すれば Y/:釦がVのかわり

に説明変数として採用されるこ正になろうの

(ill _ 1) 実質所得乗数

上のそデルで， 実質所得乗数(衝撃乗数)を求めよう。 価格変化を無視すれ

ば，基準時点(P~戸=pc=ね~1_0) において，

dV 1 
dA -T土石二E了

となるととはあきらかである。

価格変化壱考慮するならば，まず個々の支出係数はつぎのようになる。

dC ac ac dp ac dP， 
dV~百ず十万戸言v -r百p， すγ

=n..Lι 主主 n. pV豆丘三
昨 1PC '-1 pe dV 吋 p.} dV (2) 

ここに全微分与， ;詳争は体系和の他伽の部献分住出の何モデ内ノルレ内で叩は明眠示し vてかC

格決定関数)を通じて決定される。

ここで価格にかんして決定関係を明示的に扱わずにすませるために，有効需

要 Y~pV にかんする価格・産出高の開力性壱考えよう。

ep+ eo:::::::::l 
eーや /P
p~ dY /子

e"~ ~:: /17 oー百Y/y

(3) 

これらはし、うまでもなく全弾力性であって，体系全体にふ〈まれる個々の関

数関係を通じての影響がすべて考慮吉れている。
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いま，実質有効需要Vにかんする蝉力性をピであらわすことにすれば，

en'一三乙I!' 
P - dV / V (4) 

db， I b， 
叩=すす/γ

このとき eとdの間につぎのような関係がなりたつ。

ep'=ep/eo 

e' þ~ = etc/ eo 

(2)式は d を用いることによってつぎのようにかきかえられるロ

dC . P = a1 -f-(1 + e/ -epc') dV --， p， 

(3)および(5)から，これは

となる。

dC . P 1 
=alー・ (l-ep，) 

dV -~ t" 

~ p _ l-epc 
一町予-'1二百

(5 ) 

(6) 

投資係数については価格効果が存在しないから，基準時点において，実質所

得乗数は

となる。

dV 
dA laiEす-b，

(7 ) 

したがって価格を内生化したそデノレにおいても， もし epc=epならば，すな

わち相対価格体系に変化が生じなければ，(7)で与えられた実質所得乗数に変化

は生じなし、。現在の日本経済につし、て予想されるように，もしちくep，である

ならば，実質所得素数は価格壱内生化したモデノレでは小さくなると期待される。

価格の有効需要弾力性 ep，ePc壱導入することによって，以上の点がはっき

りするだけでなしきらに全弾力性はデータから直接計算することができると

ころに長所をもっo もちろん全弾力性はあらゆる効果の合計のひとつの表示で

あるにすぎず，ぞれ自体安定的なある値をもっととはあり得ないが，観測期間
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内で乗数効果の大きさについて，ある程度の見当をつけるのに役立つであろう。

たとえば，年次デ タから求めた全弾力性は，昭和35年と40年のそれぞれにお

(89) 巨視的計量モデルにおける乗数、

いて下の表の通りである。 35年において ep，と ep はともに値も小さくまた差

も小古し、から実質所得乗数に影響がある
価格の有効需要(全)弾力生

~土|
表 1

年.40 しかし.40年にかんし

て，表 1の強力性の値を採用するとすれば，

実質所得乗数の表示(7)において消費係数の

とは考えられない。

8

4

9

 

5

6

0

 

0

0

0

 

内

h

v

h

叩

これは実質所得乗数をかなり低下させる効果をもっ。

dY 

瓦 Z

名目所得乗数を求めるためには，名目ベースでの消費係数・投資係数壱求め

なければならない。名目ベ スの消費関数は

大きさは15%だけわりヲ|かれることになる。

名目所得乗数(ill. 2) 

1うeC=aope十a，Y
であるから

五色合一一全土上n

dY 吋 dY 吋

=ao・併号+a，

これはつぎのようにかきをころが aopc=金三 h であるこ土から
Y Y 

かえられる 110

争S2~取手十 (l-epe)al

となる。

(8) 

このとき消費係数が，平均消費性向之£と限界消費性向 a，との加重平均
Y 

となっていることに注意しよう。

名目ベースの投資関数は

。この式は篠原三代平教授によって最初に轟かれた。篠原教授はこれをさら仁輸入乗数モデルに

拡大して輸入価格と園内価格の相対価格変伯の効果を論じているが価格を内生化したマグロ

そデルにおける問題としてあつかっているわけではない。しかし本節の議論は篠原教授の結果に

触発されるところ大である。(梼原. (3))。
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pJ=b，p，+ b1p， V +b，p，K_1 

=b小十咋Y叫+b，沙μF

であるから，投資係数は

3Lb白書;-+咋+b1Y仕喜一歩34)+b23争K_1

=bl)争wh13F+b与(柄引~p)+ ba争K♂向

となる。苧=子+Ef+主宇土であるこ M ら，

引か1)_ ~. p;J 
I 1'1 n ¥ btti ニ背ム=柄下+ο-h)-F

となる。基準時点における名目所得乗数は

(9 ) 

dY 
r

ム ， (1日)巧可 1-r柏戸(1 判的十件+(1-e，)b11 
これを(7)で与えられている実質乗数と比較しよう。一見予想されるように

.ep= eJ;i = epCなるとき， つまり相対価格体系が不変であるとき，両者が一致す

るかというとそうではないわ。両者が一致するためには，さらに手=向かっ

十九でなければならない。

(ill. 3) 投資関数に価格デフレーターがあらわれる場合

以上は投資関数を能力原理型で設定し，実質タームでみるかぎり相対価格の

問題が生じない場合の議論である。もしこれにかえて，利潤原理型の投資関数

を

向。+a1云+b2K_l

と設定すれば，乗数の内容はどのようにかわるであろうか。

は消費関数と平行的なあっかいが可能となる。すなわち，

jL=サ+肝(7744一会争)
_h P .1-eμ 

1~'1工瓦一

2) ェバンス. (1) (p. 348)はこの点であやまりをおかしている。

このとき投資関数

(11) 
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d(PJ) _"  ""'"' ^. p，l 寸 y'J=(l-，ti)日到す
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したがって実質所得乗数および名目所得乗数は基準時点において，それぞれ

次のようになる。

dV 1 

dA - 1一作者一b主す ( 7)' 

dY 1 
i (10)' 巧二五アニ 1-[ep，~ 十 (1 柄〕い吋+ (1-，p，)b，1 

実質所得乗数は価格変化壱考慮に入れる場合でも相対価格が変化しないがぎ

り一定である，とし、う命題はこの場合も成立する o

もし，表 1におけるように，

叩zくこe，
とすれば，実質・名目所得乗数はともに(7同におけるよりも小さ〈なるこ左が

わかる。

輸入によるリ ケジ壱考慮する場合も同様にあっかうこ Eができるのわが国

の輸入がそうであるように非競争的輸入財が支配的である場合，輸入関数は

M=cO+c1V 

と設定されもこのとき，

dM 
dV =C1 

今ヂL=dt呉+(1ー仇

となる。ごれをさきの消費係数・投資係数と組み合わすことによって，衝撃乗

数を求めることは簡単であろう。

さらに，以上の議論を長期乗数にかんして拡大することができる。消費・投

資・輸入の隈界係数を長期係数におきかえ，価格弾力性も長期の(均衡水準の

シノトに対応する)弾力性と考えれば，以上の乗数の与え方はそのままで長期

名目所得乗数・長期実質所得乗数を甘えることになる。しかも全弾力性の元来
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あいまいな内容がこの場合には比較的明瞭になる。なぜなら，経済計画でとり

あっかわれるように個々の価格指数の上昇率を一定限度におさえるべしいく

つかの政策変数の経路が与えられる Eき，それぞれの価格指数の全部力性は当

然ある特定の値をとるからである。

(m. 4) 均衡財政下の政府支出乗数

財政収支均衡としづ制約の下で簡単な教科書的モデルでは，政府支出乗数は

1であるととが，知られている。以上の議論のひとつの応用としてこの問題を

考えてみよう。簡単のために投資を外生変数として扱う u 租税関数壱導入すれ

ば，モデルはっきfの通りである。

p，C=a，t，+a，(Y -T) 

T=tO+t1Y 

Y=p，C+ (あI)+p，G 

p，G=T+S 

(12) 

政府支出の増加 .d(t，G)を租税関数の上方シフトによって均衡させようとす

れば，

J(p，G) =Jt，+t，JY 

また消費係数は

d(P~C) _ ~ Pc ~. I _ 11 ~ ¥ _ dto 
dY aO王子蜘+a1(1-t1)-al dY 

(13) 

=(苧町(l-t，)+苧)ep，+a.(l-t，)-a岳
PcC I f1 ¥.. 1"' ~ '¥ I aj toeρ'(! dtn 

訂骨子+(l-ep，)a，(l-t，) +一γ 一ω'dY

制より，

ニ epc:苧+(l-ep，)a，(l ω+斗色町(長 t，) 

したがって，基準時点における貨幣所得乗数は，

dY-a.  

可 ，G) 1ー[叶+(1…J 山 a1t1+咋竺r日)

となる。価格変化を無視して epc=Oとおけば. (t方式の右辺の分母は l-a1 と
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なれ乗数は 1となる。もし epc>Oならば，通常平均消費係数手が限界消

費係数 a，(l-t，) より大であることから，右辺の分母は 1一向より小となる。

すなわち乗数はこのとき 1を上まわることとなる。実際 epc=l という極端。

場合を考えると，

dY l-a1 

R五百了 1コ匝互工 a，Tl
l Y Y J 

であれ均衡財政下の政府支出乗数はかなり 1を上まわることになろう。
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